
代
表
挨
拶

ま
ず
大
野
隆
則
代

表
が
次
の
よ
う
な
開

会
挨
拶
を
述
べ
ま
し

た
。産

廃
処
分
場
を
東

明
神
へ
作
ろ
う
と
い

う
計
画
が
明
る
み
に

出
て

ヶ
月
に
な
ろ

3

う
と
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
知
恵
を
出

し
合
い
、
力
を
合
わ

せ
て
絶
対
反
対
の
意

思
表
示
を
行
い
、
企

業
の
計
画
を
一
時
阻

止
す
る
こ
と
に
は
成

功
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
企
業
側
は
、
数

千
億
円
と
言
わ
れ
る

利
潤
を
簡
単
に
諦
め

る
と
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。

私
た
ち
は
、
久
万

郷
を
挙
げ
て
、
仁
淀

川
流
域

万
人
の
総

40

力
を
結
集
し
て
断
固

反
対
の
姿
勢
を
示
し

続
け
、
企
業
が
計
画

を
完
全
に
断
念
す
る

ま
で
闘
い
続
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
今
日

こ
こ
に
、

団
体
、

15

地
域
、
多
く
の
個

13人
を
結
集
し
て
、
強

大
な
運
動
の
ト
リ
デ

を
作
る
こ
と
に
成
功

し
ま
し
た
。

本
会
の
力
強
い
活

動
維
持
の
た
め
に
次

の
鉄
則
を
守
り
抜
き

ま
し
ょ
う
。

①
政
党
・
政
派
に
属

さ
ず
支
配
も
受
け
な

い
。
②
誰
に
対
し
て

も
支
持
・
不
支
持
の

表
明
を
強
制
し
な
い
。

③
会
の
規
約
を
認
め

る
人
は
誰
で
も
入
会

で
き
る
。(

中
略)

本
日
結
成
し
た
連

絡
協
議
会
が
最
高
の

機
能
を
発
揮
し
て
、

子
孫
に
胸
を
張
っ
て

貴
重
な
自
然
・
資
産

を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で

き
る
よ
う
頑
張
ろ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

規
約
・
役
員
の

承
認

次
に
、
川
本
副
代

表
か
ら
、
規
約
案
、

役
員
案
が
提
案
さ
れ
、

承
認
を
得
ま
し
た
。

続
い
て
、
山
之
内

広
報
か
ら
、
事
業
計

画
が
提
案
さ
れ
、
こ

れ
も
承
認
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
後
、
面
河
漁

協
三
本
組
合
長
か
ら
、

大
宝
採
石
小
倉
社
長

か
ら
採
石
場
更
新
の

同
意
要
請
を
断
っ
た

が
、
松
山
地
裁
か
ら

調
停
に
応
じ
る
よ
う

招
請
を
受
け
て
い
る

と
の
特
別
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

調
査
・
研
究
の

必
要

一
般
質
疑
で
は
、

現
在
す
で
に
産
廃
処

分
が
行
わ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い

う
う
わ
さ
が
あ
る
が

調
査
さ
れ
て
い
る
の

か
、
高
知
県
中
土
佐

町
の
産
廃
処
分
場
を

大
野
開
発
が
計
画
、

町
が
認
め
、
県
が
認

め
な
か
っ
た
裁
判
で

は
、
県
が
敗
訴
し
て

い
る
例
等
事
例
研
究

の
必
要
性
が
あ
る
と

の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。

副
代
表
挨
拶

終
わ
り
に
、
川
崎

副
代
表
が
、
今
日
の

「
止
め
る
会
」
正
式

発
足
を
土
台
に
、
一

人
ひ
と
り
が
、
家
庭

で
、
地
域
で
、
職
場

で
頑
張
っ
て
、
か
け

が
え
の
な
い
自
然
と

暮
ら
し
を
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
の
閉

会
挨
拶
を
行
い
ま
し

た
。

(1) グリーン久万郷・クリーン仁淀川 1号 2012.9.07

グリーン久万鄕
クリーン仁淀川

久万高原産廃処分場を止める会

代表 大野隆則 0892-21-0504

事務局 鷲野宏 080-6382-8896

編集長 古田隆 090-4794-1041

会計 久万川重広 090-6282-8291

HP http://stop-kumakogensanpai.

info

Mail info@stop-kumakogensanpai.

info

久万郷と仁淀流域の自然と人間の難局に立ち向かおう
組織・地域を網羅した産廃処分場を止める会 正式スタート

久
万
高
原
町
産
業
廃
棄
物
処
分
場
設
置
を
止
め

る
会(

産
廃
処
分
場
を
止
め
る
会)

の
結
成
大
会

は
、
去
る

月

日
、
産
業
文
化
会
館
で
開
催
さ

8

17

れ
、
約

人
の
参
加
を
得
て
、
予
定
の
協
議
案
を

250

原
案
通
り
承
認
し
て
、
会
は
正
式
に
発
足
い
た
し

ま
し
た
。

承認された役員
代表 大野隆則

副代表 川本博文

川崎美代子

事務局長 鷲野 宏

会計 久万川重広

編集長 古田 隆

調査 山之内敏秋

監事 高木延一郎

正岡 安則

(山之内敏秋の役割を

広報から調査に変更

し、調査研究を主たる

ものとします。)

広報紙の発行
広報紙「グリーン久万郷クリ

ーン仁淀川」を発行します。

活動の情報紙として季刊です

が必要に応じて増刊します。

「グリンクリン」と呼んで。



役
員
会
の
方
針

役
員
会
は
、

月
9

日
に
開
き
、
当
面

2の
活
動
に
つ
い
て
次

の
こ
と
が
ら
を
協
議

し
ま
し
た
。

①
町
長
・
町
議
会
・

農
業
委
員
会
と
の

連
携
に
つ
い
て

会
の
独
立
性
を
持

ち
な
が
ら
も
、
強

い
連
携
を
構
築
す

る
。

②
会
員
拡
大
の
進
め

方
に
つ
い
て

近
々
理
事
会
を
開

き
、
具
体
策
を
提

案
、
議
決
に
基
づ

い
て
拡
大
を
図
る
。

当
面
、
右
の
趣
意

書
を
配
り
、
話
し

合
い
を
し
な
が
ら

理
解
を
深
め
て
も

ら
い
入
会
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
進

め
る
。
強
制
す
る

も
の
で
は
な
い
。

③
会
報
の
発
行
に
つ

い
て

紙
名
を
「
グ
リ
ー

ン
久
万
郷
ク
リ
ー

ン
仁
淀
川
」
と
し
、

横
使
い
縦
書

A
4

き

面
の
モ
ノ
ク

2
ロ
印
刷
で
発
行
す

る
。

④
講
演
会
・
勉
強
会

に
つ
い
て

町
・
教
委
の
主
催

に
で
き
な
い
か
交

渉
す
る
。

⑤
条
例
作
り
に
つ
い

てま
ず
町
に
打
診
す

る
。

⑥
事
務
局
体
制
の
整

備
と
理
事
と
監
事

の
区
別
に
つ
い
て

(

内
容
略)

高
知
仁
淀
川
を

守
る
会
の
活
動

内
容今

年

月

日
に

6

1

発
足
し
た
高
知
県
の

「
仁
淀
川
を
守
る
会
」

は
、

月

日
の
「
決

6

15

起
集
会
」
に
も
城
下

さ
ん
が
参
加
さ
れ
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
戴

き
ま
し
た
が
、
今
回
、

代
表
生
野
宣
宏(

し
ょ

う
の
た
か
ひ
ろ)

さ
ん

か
ら
、
活
動
内
容
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
久
万
高
原
町
の
住

民
・
団
体
と
交
流
会

を
開
催
す
る
。

②

社
に
処
分
場

T
O

予
定
地
の
環
境
向
上

の
提
案
を
続
け
る
。

③
ゴ
ミ
づ
く
り
を
や

め
る
た
め
の
活
動

④
伊
方
原
発
の
速
や

か
な
廃
炉
を
求
め
る
。

仁
淀
川
は
風
下
だ
。

(2) グリーン久万郷・クリーン仁淀川 1号 2012.9.07

今からが正念場 設置断念まで結束を強めて
趣意書を配り、確かな納得で会員拡大を

組織代表者(理事)

JA松山市 速水 健一

JA松山市農業生産組織 西尾道遵

久万高原農業経営者協議会 正岡 定

久万高原町連合婦人会 川崎美代子

久万高原町老人クラブ連合会 田坂正教

壮年会 未定

久万高原青年農業者連絡協議会 山之内健士

上浮穴木材製材協同組合 長田昇二

494.33元気塾 平岡新太郎

水利組合 未定

面河川漁協 三本一雄

生活改善研究協議会柳谷支部 岡田百合子

久万広域森林組合 未定

上浮穴郡仏教会 未定

久万高原町商工会 未定

青年団 未定

地区代表者(理事)

明神支部 石丸 常

入野支部 古田邦博

久万支部 上沖教一

菅生支部 未定

野尻支部 松岡良雄

畑野川支部 山内司郎

直瀬支部 大野育男

二名支部 成本 弘

露峰支部 西田満文

美川支部 高橋末広

面河支部 中川博俊

柳谷支部 羽沢清二郎

高知支部 武智 龍

個人(理事)

学識経験者 川本博文

町内賛同者 稲田 芳子


